
身体的拘束最小化に関する方針および取組について 

 

当院は、患者の尊厳と権利を最優先に考え、安全で質の高い医療を提供することを使命として

います。その一環として、身体的拘束の最小化に向けた取り組みを病院全体で推進することをこ

こに表明します。  

身体的拘束は、患者の身体的・精神的苦痛を伴う可能性があり、また尊厳を損なう行為となり

得ることから、当院では原則として行わないことを基本とします。しかし、患者本人または他の

患者の生命もしくは身体に重大な危険が及ぶ可能性が著しく高く、生命や身体保護のための他の

手段がないなど、やむを得ず身体的拘束を実施する場合であっても、その切迫性・非代替性・一

時性を十分に検討し、最小限の範囲および時間に留めるとともに、早期解除に向けて継続的な評

価に努めます。  

今津赤十字病院院長  

 

１．身体的拘束最小化のための取組 

当院では、身体的拘束を最小化するために、以下の取組を実施しています。 

１） 身体的拘束最小化委員会の設置 

身体拘束最小化チームを設置し定期的に委員会を開催しています。拘束事例の検証お

よび拘束解除に向けた代替案の検討を行っています。 

２） 職員研修の実施 

全ての職員に対して身体的拘束に関する基礎知識、代替ケア、倫理的配慮、患者の尊

厳保持等について年に 2回以上の研修を実施しています。 

３） 多職種によるカンファレンス 

医師・看護師・その他職種が連携し、拘束回避のための支援方法を検討しています。 

４） 代替手段の積極的導入 

環境調整、センサー類を使用し見守りの強化、コミュニケーションの工夫等により、

拘束を必要としないケアを推進しています。 

５） 個別ケアの充実 

患者様の状態・特性に応じた個別性の高いケアを実施しています。 

６） 実施後の評価と見直し 

拘束を実施した場合には、速やかに解除に向けた検討と評価を行っています。 

 

２．身体的拘束の実施状況（実施率の推移） 

加算対象病棟における直近３月の身体的拘束実施率は、次のとおりです。 
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実施日数 

身体的拘束を 

実施している割合 

令和 8年 3 月～5 月 2,155 日 26 日 1.2％ 

令和 8年 4 月～6 月 1,829 日 71 日 3.9％ 

令和 8年 5 月～7 月 1,663 日 98 日 5.9％ 


